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OAKBERRY ACAI, INCとのアサイーのアジア事業開発に向けた 

協議開始及び覚書締結のお知らせ 

 

当社は、2023年12月28日にOAKBERRY ACAI, INC（以下「Oakberry」）とアサイーの日本を含むアジアを中心とした

海外事業展開（以下「本事業」）に関する覚書（以下「本覚書」）を締結いたしましたので、下記のとおりお知ら

せいたします。なお、本件は任意開示であり、開示内容の一部を省略しております。 

 

記 

 
１．協議開始及び覚書締結の目的及び理由 

当社は、2023年11月13日付「第11回乃至第13回新株予約権（行使価額修正条項付）の発行（コミッ

ト・イシュー・プログラム）、第14回及び第15回新株予約権（行使価額修正条項付）の発行並びに定

款の一部変更に関するお知らせ」及び、2023年12月８日付「事業計画及び成長可能性に関する事項」

の中で記載しましたとおり、2031年３⽉期までに日本を含むアジア市場において300店舗の出店を達成

し、約５％となる約35億円のシェアを獲得、日本を含むアジアにおけるメインプレイヤーとなること

を目指し、本事業を中長期計画における最重要戦略と位置付けております。その実現に向けて、現在、

ブラジル、アメリカ、ヨーロッパを中心に、世界40カ国以上で600店舗以上を展開する、アサイーにお

ける世界No１ブランドであるOakberryと本覚書の締結をいたしました。Oakberryのブランド力やノウ

ハウにより、今後大幅な成長が予測されている日本を含むアジア地域におけるアサイー市場に参入す

ることを目的としており、そのファーストステップとして、日本を含むアジアにおけるOakberryブラ

ンドのテスト店舗展開を開始します。2024年夏から順次テスト店舗を最大５店舗出店する予定です。 

本覚書に基づき、計画通り店舗展開が実行された際には、前述のリリースにも記載しておりますとお

り、日本を含むアジアにおける本格的な店舗拡大に向けて、マスターフランチャイズ契約締結を進め

ていく予定です。また、そのための原料供給元として、日本を含むアジア全域に原料・製品を供給す

るハブとなる生産拠点及び生産設備並びに倉庫の確保に向けて、両社の意向として、ジョイントベン

チャー（合弁企業）の設立も視野に入れて取り組んでまいります。 

 

２．協議開始及び覚書締結の内容 

Oakberryのブランド力やノウハウにより、今後大幅な成長が予測されている日本を含むアジア地域にお

けるアサイー市場に参入することを目的とする海外事業展開について本覚書を締結しております。 

 

３．本覚書締結の相手先の概要 

① 名 称 OAKBERRY ACAI, INC 

② 所 在 地 São Paulo-SP, Brazil 

③ 代 表 者 の 氏 名 Georgios Frangulis 

④ 事 業 内 容 世界40カ国以上で600店舗以上を展開する、アサイーに関する事業運営 

⑤ 設 立 年 月 日 2016年 

 
４．今後の見通し 

本覚書の締結が、当社業績に与える影響は軽微であると見込まれます。また、今後、実施される資金調達

計画とその事業計画によって変動することも考えられますが、本覚書に則った事業の具体的な進捗に応じて

業績に重大な影響を与えることが判明し、公表すべき事項が生じた場合には速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 


